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〇第一高校通信を年３回発行することができた。
〇HP情報頻度高い更新を努めたが、時期によっては更新頻度
　が低い日も生じた。閲覧数は、昨年比１６．１２％増となった。
〇体験入学会参加者目標数１０００名を達成できた。
〇学校説明会参加者目標数８００組を達成できた。
〇イベント参加者数は昨年比１３７％となり、入学予定者増となった。
〇受験生には、未来コンパスシステムを使用した入試 情報を
　メールで配信することができた。
〇LINEやInstagramのSNSを利用し、学校の取り組みや部活動
　の様子を配信した。

B

〇「本庄第一通信」を現在同様に紙媒体にて配布
　するが、デジタルデータとしても閲覧できるよう
　準備し、さらに楽しめる情報を盛り込みHPに掲載する。
〇HPの情報が増やせるよう工夫し、日々の作成
　更新を図る。
○S類型独自の説明会を通して学業への取り組み方法
　や高校全体の説明会内容を充実させ明るく元気で
　楽しいと思える学園生活を積極的に発信する。
○ミライコンパス入試システムやLINE・Instagramなどの
　SNSを活用し、体験入学・説明会・個別相談会の
　イベントの告知・参加予約の充実を図る。

〇「本庄第一通信」の配布や、HPの更新頻度アップなど、良いと思う。
　さらに本庄第一でしかできないことがあれば、さらに伸びるのではないかと
　大いに期待する。
〇ミライコンパスやSNSなどの集客力の改善を継続的に図った方が
　良いと思う。
〇体験入学者、オープンスクール参加者数を達成できたことは素晴らしい
　結果である。広報活動は多様化しているので他校の成功事例や外部の
　専門家の意見を取り入れる必要があるのではないか。
〇もっと地域に発信する工夫やPRをした方がよい。
〇オープンスクールの手伝いを生徒がする事ができるので、
　良い経験となっている。
〇生徒募集に繋がるのは、在校生の満足度。コロナ禍で多くの行事が制限
　されましたが、安全を考えながら生徒や保護者の声を大切にし、実施できると
　よいのではないかと思う。
〇本校を第1志望に考えている生徒を増やすには、募集戦略が必要。
　同じことを行うのではなく新たな提案を考えないと生徒増加は厳しいと感じる。
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○生徒の活躍や活動、学校の取組みなどを保護者、中学生、地域へ積極的に
　　情報提供が行えるよう努めている。
〇学校の考え方、計画、実際の諸活動を知らせる。
〇体験入学、個別相談会への参加者増加。
〇入学者の増加。

生徒募集・
広報活動

○年間3回「本庄第一通信」の発行。
○年6回の中学校訪問や塾への訪問を実施。
○体験入学会、体験入部会の実施。
○学校内外での本校独自の説明会の実施や平日の学校見学
　希望者への案内を行い、実際の様子や取組みなど紹介する。
○警察署、小学校、保育園、商工会の催事への部活動の参加。
○HPの質の向上を図るとともに適宜更新し、情報を発信する。
〇部活動などをはじめとした生徒の様子を様々なアプリなどを利用し、
　幅広く情報を発信する。
〇みらいコンパスシステムを利用しての情報配信を実施。

○計画通りに「本庄第一通信」が発行できたか。
○HPの情報が更新され閲覧者が増えたか。
○体験入学参加目標人数1000人を達成できたか。
〇学校説明会参加目標組数800組を達成できたか。
〇生徒募集イベントへの参加者が受験や入学につながったか。
〇みらいコンパスシステムを使用して受験生に情報配信できたか。

〇地元体操クラブや剣道クラブ、サッカークラブ、野球クラブ
　などに施設を開放し、地域社会との継続的な交流の機会を
　持つことができた。
〇学校行事を通じて告知対象数増を図れた。
〇全イベント参加者数の昨年比は137％と増となり、大勢の
　保護者・中学生が参加されたイベントとなった。コロナ感染
　予防策の徹底を図り、通常のイベントを実施することができた。
〇コロナ禍感染防止の観点からPTA委員会は リモート実施
　となったが保護者からの積極的意見が増加し、関心は
　高まったと考える。

B

〇昨年度に継続し、多分野における地域催事へ
　の積極的協力を推進し、地域との密接な関わり
　を継続する。
〇地域への施設開放を行う。
〇引き続き地元青年会議所との連携を図る。
〇PTAと学校との連携を積極的に図る。

〇コロナ禍でも可能な地域連携を進めていたことや、PTA活動も活性化を
　していることは、大変素晴らしいと思う。ウィズコロナでも継続をお願いしたい。
〇継続して多くの地域連携事業への参加を希望する。また、コロナ禍で
　難しいとは思うが、新たな工夫で学校内を見てもらえる機会を設けてはどうか。
　まだまだ足りていないと思う。
〇地域クラブへの学校施設開放、部活動の地域行事は多くの方に笑顔と
　感動を与えると思う。「開かれた学校づくり」の推進による地域との連携や
　信頼関係づくりに期待する。
〇コロナ禍で様々な部活が活動を制限されていると思う。もっと多くの場所に
　WiFiの設備環境が整えば、保護者が見学できなくても視聴したりできて
　よいのではないかと思う。
〇地域の方、保護者と連携を取り、地元から応援される学校になることが
　生徒募集に繋がると感じる。
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〇全体的な学力の向上。
〇学習意欲の低い生徒への対応。
○学習の到達目標や進路目標が明確になっていない生徒への対応。
○家庭学習が疎かになっている生徒への対応。
○タブレットやプロジェクターなどのICTを活用した指導の推進。
〇キャリア教育の目標を意識した各教科での指導の推進。
○教員自身の指導力向上の課題。
○新学習指導要領に対応するための学習環境の整備。
　（新教育システムの遂行と令和4年度への準備）

授業改善
の取組（生
徒の自主

的取り組み
を促す）

○新教育システムへの完全実施を前にして、先進的授業を研究し、
　効率的・効果的な教科指導を実践する。
○授業・課題等でタブレットを活用し、動画や資料を日常的に
　配信する。
〇ICTを駆使し同時双方向型の個別指導を計画していく。
○外部団体主催の各種のスキルアップ講座等へ積極的に
　参加を促していく。
○授業アンケート等の生徒の意見をふまえ、授業の進め方を
　改善していく。
○ＩＣＴ活用･アクティブラーニングをテーマにした公開授業を
　行っていく。
〇キャリア教育の実践を意識した教科指導等を研究し実践していく。
〇新指導要領に則った具体化策としての新教育システムの
　実践を促していく。
〇ゼロ時間目の活用と新教育システムの連動に取り組む。
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○本校生徒の活動、成果、教育実践に関する情報提供を保護者、中学生、地域へ
　 積極的に進められるよう臨んでいる。
○地域の要請によるイベントへの参加、施設の貸し出しを行っている。
○学校自己評価シートの公開により、開かれた学校づくりの具体的な取組みを
　 伝える。
○生徒へのスクールライフアンケートや生徒会と連携し、必要な意見を吸い上げる。
○様々な分野における地域との連携強化を図っていく。
〇ＰＴＡ委員会活動の発展。

開かれた学
校づくり

○地元社会体育団体への施設開放。
○警察署、小学校、保育園、商工会の催事への部活動の参加。
○スクールライフアンケートの実施。
○部活動による地域貢献の一環として、定期的な駅前清掃を実施。
〇ＰＴＡ委員会活動（親睦、生徒指導、部活動、行事検討）を
　通じ、学校の取り組みに対する保護者への理解を促し、要望も
　取り入れていく。

○地域社会との交流の機会が増えたか。
〇学校の認知度は上がったか。
〇スクールイベントに多くの受験生、保護者が参加したか。
〇ＰＴＡ委員会活動が活性化し、学校に対する保護者の
　関心が高まったか。

○生徒の授業に対する意識が高まり、自主的な取り組みができる
　ようになったか。
○生徒の学力が向上し、定期テストや模擬試験等の結果に
　反映できたか。
○家庭学習の重要性が理解され、進路実現のための
　意識が向上したか。
○公開授業の経験が教科指導に活かされたか。
〇各学年段階の生徒に適したキャリア教育が実践できたか。
〇多くの教員が授業や個別指導においてICTが活用できたか。
○スキルアップ講座等で習得した技術が授業で活かされたか。
○１学年において、授業前に予習課題が配信され、効果的な
　教科指導が行われたか。
○授業アンケートの結果が向上し、満足度が上がったか。

○コロナ禍の中でのリモート授業には予想以上に真面目に
　取り組む生徒の姿が見られた。
〇今年度13名の教員が公開授業を行い、それぞれの教科で
　評価・研究が行われた。
○今年度内にのべ18名の教員がスキルアップ講座に参加した。
○リモートによる面談により、家庭学習を定着させる取り組みは
　ある程度効果があった。
〇シラバスに基づいた授業計画は、リモート授業により滞ること
　なく消化することができた。
〇高度なICT授業が増えてきたため、基本的なICT授業に対して
　厳しい評価をしている授業アンケート結果が見られた。
〇授業アンケートの結果は、教科会議などで検討が加えられ、
　次年度に向けての資料として役立っている。

B
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○未然防止のための生徒指導上のリスクマネジメント力の向上。
○自主自律の精神を身に付けさせる。
〇教員自ら姿勢を示し、一貫性のある生徒指導の実施。
〇社会状況や生徒の個性に応じた生徒指導の実践。
○いじめ問題の防止と発生時の早期解決。
〇交通事故減少。
〇生徒指導における保護者と教員の連携
〇新型コロナウイルスへの感染対策意識の向上とマナーの涵養。

生活指導 ○日常的に生徒の様子をよく観察し教員間の連絡を密にする。
○朝の校門指導を実施する。
〇警察官による防犯講話を実施する。
○情報セキュリティ講座を実施する。
○その場での生徒指導を徹底する。
○厳しさと丁寧さを兼ね備えた生徒指導に努める。
○いじめ基本方針に基づき全教員で取組む。
〇生徒の小さな変化を見逃さないよう、生徒とのコミュニケーション
　を大切にし、教員の感度を高める。
〇交通安全教室を実施する。
〇PTAの生徒指導委員会との連携。
〇保健衛生と連携を取り、感染予防を含めたマナーの指導。

〇頭髪・服装の乱れにより指導を受ける生徒が減少したか。
〇安全にインターネットを利用し、マナーやモラルを守ることが
  できたか。
〇問題行動、インターネットトラブルなど未然に防ぐことができたか。
〇いじめ基本方針に基づいた防止策がはかれたか。早期発見、
　早期解決がはかれたか。
○公共の場でのマナーは守れたか。
〇自転車安全運転の意識が向上し、交通事故が減少したか。
〇生徒指導における保護者との連携が図れたか。
〇新型コロナ感染予防のマナーや習慣が浸透し、
　感染を予防できたか。
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生徒の学習意欲を向上させ、進路実現に向けた学力向上を図る。
○Ｓ類
　各学年のＳ類が連携した学力向上。
　教員からのアプローチだけでなく、上級生が指導･アドバイスを出来る形を
　形成。
○ＡⅠ類型
　今までの特進での指導を踏襲しながら、上位校合格の学力を身につけ
　させる。
　生徒の学力差を補うため、各生徒のあった学力の向上を図る。
　推薦を希望する生徒であっても基礎学力を身につけさせた上で進学をさせる
　ことを目指す。
○ＡⅡ類型
　定期試験での点数取得だけでなく、知識の蓄積を目標とし、推薦にも一般
　受験にも対応できる力のある生徒の増加を目指す。
　３年生の大学進学希望者にどう対応するか。
○S類（目標）
　合格できる大学より行きたい大学への合格を目指す。さらに入学時の目標を
　下げず、上げられる指導をしていく。
○文Ⅰ（目標）
　推薦でも一般受験でも大学受験が可能な力を身につけさせ、よりよい進路
　実現の可能性を高めていく。
○文Ⅱ（目標）
　大学入学共通テスト　一般入試　総合型選抜入試、学校推薦型選抜入試、
　就職など様々な進路希望に対応していく。具体的には多様な入試に対応する
　ため小論文指導、面接指導の充実を図る。さらに部活動など得意分野での
　進学実績の拡大を目指す。
　推薦による大学進学をした生徒であっても、進学先での授業に対応できる
　力を身につけさせる。

学力の向
上・進路実
現への取
組

○コロナ対応のため、ＩＣＴを活用して生徒に情報と学習内容を
　提示していく。
○動画配信やGoogleMeetなど相互通行のたアプリを利用して
　予測困難な事態にもしっかり対応できるようにする。
　「スタディ･サプリ」や「スタディ･サプリ･イングリッシュ」等を
　導入し、様々な入り口方の向上を図る。
○S類はコロナの状況を考えながら、放課後の補習、個別指導、
　休日補習、長期休業中の補習の充実を図る。
○GTECやTＥＡＰ、英検、漢検の資格取得に努め総合型選抜入試、
　推薦入試への対策を行う。
○文Ⅰ、理Ⅰは平日の希望者補習、長期休業中の補習を実施。
　その他のコースについても柔軟に対応していく。
○公務員模試の実施。
○総合型選抜入試、推薦入試に対応する講座、模擬試験の実施。
○国公立大学の総合型選抜入試や公募推薦などの研究。
○2021年大学入試へ向けての研修等への参加。
○部活など得意分野での進路指導強化。
〇学力が担保される推薦基準の研究と見直し。
〇各教科、学力の定着を見ながらの指導を実践。
○教える側、教員の指導力・知識の向上のための研修会の充実
　および入試問題の研究。
○キャリアガイダンス等の行事を充実させて、生徒が早期に
　進路目標を定め準備が始められるよう計画する。
〇教員の小論文、面接指導スキルアップを目的とした講習会の開催。

○国公立合格３名以上。
○早慶上理合格３名以上。GMARCH合格１５名以上。
○総合型選抜入試、推薦入試合格率の向上。
○目指す大学に合格できたか。
〇連携校への受験者数、合格者数が増えたか。
○全体的な学力の底上げができ、入学時よりも学力を
　伸ばして卒業させることができたか。
〇各担任を主とした小論文、面接指導力が向上し、活発な指導
　が展開されたか。

2021年度学校自己評価シート（本庄第一高等学校）

目指す学校像
（ミッション）

学園理念「響生」
・影響を受け、影響を与え、柔軟さと豊かさを育む。
・本校の生徒と教師・職員は目標達成のため、お互いに響きあい、前進し、活力ある学園を築きます。
教育方針
・本校の生徒・教職員は共に学ぶ心をもち、学力・技術の向上に努める。
・本校の生徒・教職員は共に豊かな人間関係を築くため、礼節を重んずる。

※学校関係者評価とは、最終回の学校評価懇話会を開催、また個々に
　　意見を頂き、学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。

達
成
度

ほぼ達成　　（8割以上） 出席者（聴取者）

本年度重点目標

１　各類型コースの充実
２　学力の向上　魅力ある授業づくり
３　秩序ある学校の雰囲気づくり
４　開かれた学校づくり（学校開放・地域への貢献）
５　生徒募集・広報活動の充実（説明会・体験入学の充実）入学者増

概ね達成　　（6割以上） 　学校関係者（法人　監事・評議員） 4

変化の兆し　（4割以上） 　生徒 1

※番号欄は本年度重点目標の番号と対応させている。

学校自己評価 学校関係者評価

不十分       （4割未満） 　事務局 1

年度目標 年度評価（2022年3月31日現在） 実施日2022年5月末日

学校関係者からの意見・要望・評価等現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 次年度への課題と改善策

○ICT・アクティブラーニング等をテーマにした公開授業の積極的実施。
○教員が予備校などが主催するスキルアップ講座以外の外部講習
　にも積極的に参加し、指導力の向上を図る。
○家庭学習を定着させるようリモートによる面談の継続に努める。
○授業アンケート結果の年度比較をする。
○リモート授業へのICTの活用を引き続き研究し、生徒の理解度を
　高める努力をする。
〇新学習指導要領の施行に伴う観点別評価に沿った評価方法の
　研究と実践
〇自学自習を軸としたゼロ時間目の工夫

〇教育のQCDを高めるために、IT機器を活用してリモートやハイブリッド形式など
　の授業の改善努力は素晴らしいと思う。
〇リモート授業が増えると生徒の顔が見えない授業も増えるので授業の
　工夫をしていただきたい。
〇学びの標準化とあわせて、先生方の個性を生かしながら、魅力的な
　授業づくりができると良いと思う。
〇アクティブラーニングではテーマを変えながら地域貢献、ビジネス、
　実践までできるとよい。
〇リモート授業の学びもあるが、生徒の顔を見ながら対面授業を実施して
　ほしい。最終的に「生きる力」「生き抜く力」に重きをおき、今後の職業と
　と人生設計まで考えられるとよい。
〇指導で大切なのはなぜやるのか(目的）何をやるのか(目標）を生徒に
　理解してもらうことが大切だと思う。
〇個性豊かな先生方が授業を担当してくれるので、満足している。
　欲を言えば、授業の中でもう少し受験対策を行ってほしい。
〇毎日の授業の取り組みが3年後の希望進路の実現につながるため、
　教員1人1人のさらなるレベルアップが必要。

○国公立合格３名の目標は10名と大きく上回ることが出来た。
○早慶上理合格３名以上の目標は3名と達成できたが、
　GMARCH合格１5名以上の目標は10名と目標達成には至ら
　なかった。この部分は猛省すべきところである。
〇総合型選抜入試、推薦入試合格率については、全国的な安全
　志向の高まりや文科省も勧めている背景もあり、希望者が大幅
　に増え、その合格率も向上した。
○生徒が目指す大学への合格については、3年生全員とは言え
　ないまでも、努力に見舞うだけの成果へ導き、納得いく
　進路実現が概ね達成できた。
○連携校への受験者、合格者は、國學院大學に関しては
　昨年度から大きく減少した。
○全体的な学力については、入学時よりも大きく学力が伸びた
　生徒が多かった。コロナ禍の中で対面指導が希薄になって
　しまったことは否めないが、オンランなどを通してかなりの
　部分は補うことができ、工夫した指導が出来ていたと考える。
〇小論文指導、面接指導に関しては、各担任が積極的に行って
　いた。小論文指導は教員の指導力に差があるが、教員間の
　連携により複数の指導者が関わるよう形成されていた。

B

○生徒の学力や性格は毎年微妙に変わるため
　やるべきメニューを準備しておくことは大切で
　あるが、例えば、補習を予定していても必要に応じて
　個別指導に切り替えたり、個別指導の予定でも
　全体補習に切り替えるなど柔軟性を持って対応する
　ことが大切である。
○あれもこれもやらせようとするのではなく、早い
　時期に英語力を身につけられるように全体の
　指導バランスを見直していく必要がある。

〇全体的に入学時よりも大きく学力が伸びたことは、高く評価できる。
　進学実績もほぼ達成ということで、次年度に向けて良い傾向である。
　さらに高い目標達成を期待している。
〇進学実績は個々の力の差もあると思うが3年間での伸び率も大切である。
〇国公立や早慶上理の合格率が3年前と比較し少なくなっているように感じる。
　目標を高く、それが現実になってこそアピールできるので、邁進してほしい。
〇課題として挙げられているように、場面に応じた臨機応変な転換力で
　学力向上を目指して欲しい。
〇生徒個人が目指すそれぞれの進路を実現させるために、柔軟性の高い
　環境を提供している。例えば、学年が上がるとき、コース選択の機会があり、
　私の場合だと入学当初はAⅡ類型であったが、２年生からはS類3科型文系
　コースを選択した。この選択によって勉強に対する考え方が変わった。
　勉強だけでなく生徒会活動にも携わっており忙しい毎日だが、先生方の
　厚いサポートのおかげで、進路の実現に向けて日々の努力を続けることが
　できている。
〇英語力の習得を通して、世界の多様な価値観を理解するためのカリキュラム
　を期待します。心ある日本人を育てるために。
〇新型コロナウイルスで大変な状況であったが、早くからオンライン授業を
　取り入れていた成果が出ていて、国公立の合格については目標値を上回る
　ことができ素晴らしい結果だと思う。教える側の勉強や指導法も年々変化
　していくと思うので、生徒の成長とともに学校も成長していければよい。
〇東大を目指し合格者を出して欲しい。
〇進路に関しては、進学後に目指すべきことをしっかりと考え、自主性を持って
　進路選択ができるように育って欲しい。
〇どんな状況下でも結果が全てであるため、戦略を練り結果を出してほしい。
　頑張っている学校から誇れる学校になることを希望したい。

〇頭髪服装面で指導を受けた生徒の延べ人数は219名であった。
　昨年度と比較すると、22名増加した。学年別にみると1年生が
　134名と圧倒的に多かった。3回以上指導を受けた生徒は5名と
　昨年度より減少した。
〇情報セキュリティ講座を実施し、ネットリテラシー向上に努めた。
　多くの生徒は概ね良好であった。しかし数件のネットトラブルが
　発生した。
〇警察官による防犯講話を実施し、夏季休業中のトラブルを
　未然に防止することができた。
〇いじめ問題に関しては、保護者向け2回、生徒向け3回の
　アンケートを実施した。アンケート以外の申し出も含め12件の
　面談を実施した。
〇公共の場でのマナーについては概ね守られたが、数件、外部
　からご指摘をいただいた。
〇スケアードストレイトを実施し、交通安全に対する意識の向上
　に努めた。事故件数は8件と昨年度を2件上回った。
〇PTA生徒指導委員会と2回合同会議を実施し、校則の変更に
　対する意見を収集できた。
〇新型コロナ感染予防対策が浸透し、校内感染は発生しなかった。

B

○未然防止のための生徒指導
　生徒への声掛けを大切にし、教員間の連絡も密にすることで、
　生徒の変化を見逃さないよう努める。PTAの生徒指導委員会
　と連携を取り、学校と家庭で協力して未然防止に努める。
〇社会情勢に合わせた生徒指導
　頭髪指導をはじめ、コロナ禍のなか生徒とのかかわり方も
　含めて大きく変化している。偏ることなく柔軟に、かつ丁寧な
　生徒指導に努める。
〇スクールカウンセラーと連携した生徒指導
　内面的な問題を抱える生徒は早い段階で担任が面談を実施し、
　必要に応じてスクールカウンセラーに繋ぎ連携を図る。
○いじめ問題の防止と発生時の早期解決
　アンケートだけでは把握できない部分もあることを前提に生徒
　の様子を見守る。また、いじめ発生時はいじめ問題対策委員会
　を即日開催し早期解決を図る。
〇交通事故減少
　交通ルールの遵守と危険予測力向上を図る。
〇薬物乱用防止教育
　講演会を実施し、薬物の危険性を学ばせる。

〇生徒指導のご努力に対して、敬意を表します。
〇ヤングケアラーに対しての配慮をお願いしたい。
〇交通事故防止対策は、PTAとも連携して引き続きお願いしたい。
〇成功している他校の情報を参考にしてもよいのではないか。
〇各種ハラスメントの未然防止も重要。
〇社会体験、企業新人研修やセミナーなど、企業で働く体験から
　マナーやルールなどの社会の厳しさを学ばせてもよいのではないか。
〇コロナの状況で難しいかもしれないが本庄駅で挨拶運動ができたらよい。
〇校内校外問わずしっかりと挨拶をする生徒が多く嬉しく思う。
　挨拶やマナーは習慣だと思うので、今後も生徒とのコミュニケーションを
　大切にしながら厳しさと丁寧さを兼ね備えた生徒指導をお願いしたい。
〇いじめ問題は深刻である。生徒のちょっとしたサインを見逃さず向き合って
　ほしい。コロナ禍で学校、家庭環境も様変わり大変だと思うが、3年間しかない
　学校生活を有意義に過ごしてほしい。
〇頭髪服装検査などを通じて、社会におけるベーシックスタイルを指導して
　もらっているのでＴＰＯを考慮した服装ができる。
〇生徒指導が難しくなる中、日々の生徒との信頼関係を構築し、
　対応することが重要だと思う。


